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 この論文集は、「宗教的寛容」研究会の 2005 年度の活動報告書であり、2004 年度
の報告書『宗教と寛容』といわば対をなすものである。すでに前回の報告書『宗教と
寛容』の「まえがき」で説明したように、本研究会は、21 世紀 COE プログラム「グ
ローバル化時代の多元的人文学の拠点形成」内の研究班「多元的世界における寛容性
について研究」（「寛容性」研究班）のサブ研究会として位置付けられるものであり、
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    また、公共性をめぐる諸問題についての包括的な議論については、次の文献を参照。 
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